
し
、
そ
こ
に
機
材
を
置
い
て
作
業
場
に
し
て
い
た
）
で
は
狭
く
、
設
備

も
不
充
分
な
た
め
対
応
で
き
な
く
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

あ
る
い
は
、
前
回
紹
介
し
た
む
め
の
夫
人
の
回
顧
談
に
あ
っ
た
よ
う

に
、
家
の
前
を
走
っ
て
い
た
城
東
線
（
現
在
の
大
阪
環
状
線
）
に
、�
轢�ひ

か
れ
た
子
ど
も
の
首
が
線
路
に
ゴ
ロ
ン
と
ち
ぎ
れ
て
い
た
の
を
み
た
こ

と
も
、
引
っ
越
す
き
っ
か
け
の
一
つ
に
な
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
な

お
、
こ
の
事
故
の
件
に
関
し
て
は
、
足
代
健
二
郎
氏
（
あ
じ
ろ
書
林
代

表
）
が
年
月
日
を
特
定
す
る
た
め
に
当
時
の
新
聞
を
丹
念
に
調
べ
ら
れ

た
が
、
該
当
す
る
記
事
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
。
そ

れ
で
交
通
科
学
博
物
館
（
大
阪
市
港
区
）
に
問
い
合
わ
せ
ら
れ
た
と
こ

ろ
、
当
時
、
城
東
線
の
踏
切
事
故
は
割
合
頻
繁
に
あ
っ
た
よ
う
だ
が
、

大
き
な
運
転
事
故
以
外
の
記
録
は
残
さ
れ
て
い
な
い
、
と
の
こ
と
で
あ

独
立
の
地
・
猪
飼
野
か
ら
創
業
の
地
・
大
開
町
へ

松
下
幸
之
助
が�
猪��
飼��
野�
か
ら
阪
神
電
車
の
野
田
駅
に
近
い
大
阪
市
北

い 
か
い 
の

区
（
現
・
福
島
区
）�
大��
開��
町�
の
借
家
に
住
居
兼
工
場
を
移
し
て
「
松
下

お
お 
ひ
ら
き 
ち
ょ
う

電
気
器
具
製
作
所
」
を
創
業
し
た
の
は
、
大
正
七
年
（
一
九
一
八
）
三

月
七
日
の
こ
と
で
あ
る
。

松
下
が
猪
飼
野
か
ら
引
っ
越
し
た
最
も
大
き
な
理
由
は
、
大
正
六
年

（
一
九
一
七
）
末
に
納
め
た
扇
風
機
の�
碍��
盤�
の
注
文
が
引
き
つ
づ
き
あ

が
い 
ば
ん

っ
た
の
と
器
具
の
考
案
製
作
に
本
格
的
に
取
り
組
み
た
い
と
い
う
こ
と

か
ら
、
工
場
兼
居
宅
と
し
て
使
っ
て
い
た
猪
飼
野
の
借
家
（
そ
の
借
家

は
四
畳
半
と
二
畳
の
二
間
あ
り
、
そ
の
う
ち
の
四
畳
半
の
部
屋
を
改
造

事
蹟
研
究

松
翁
の
足
跡

あ
し

あ
と

し
ょ
う

お
う

其
の
二

��������������������������������������������������������������������������������

現・大開１丁目の大開公園
（かつてここに第二次本店・工場があった）

猪
飼
野
の
地
で
独
立
を
は
た
し
た
幸
之
助
は
、
さ
ら
な
る
飛
躍
を
求
め
て
、

梅
田
の
南
西
、
大
開
町
に
移
り
、
真
の
創
業
の
地
と
し
た
―
―

Ｐ
Ｈ
Ｐ
総
合
研
究
所
第
一
研
究
本
部
部
長

佐
藤
悌
二
郎

��　���������	
������
�������������������

っ
た
と
い
う
。

な
ぜ
猪
飼
野
か
ら
離
れ
た
大
開
町
に

で
は
、
な
ぜ
移
転
先
が
大
開
町
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
松
下
に
よ
れ

ば
、
い
ろ
い
ろ
移
転
先
を
探
し
て
い
た
と
い
う
が
、
大
阪
市
の
東
の
郊

外
に
位
置
す
る
猪
飼
野
（
当
時
は
東
成
郡
鶴
橋
町
、
現
在
大
阪
市
生
野

区
・
東
成
区
）
か
ら
大
阪
市
の
北
西
に
あ
る
大
開
町
は
、
直
線
距
離
に

し
て
、
六
〜
七
キ
ロ
ほ
ど
離
れ
て
い
る
。
移
転
先
と
し
て
は
、
近
く
に

も
適
当
な
場
所
が
あ
っ
た
だ
ろ
う
に
、
な
ぜ
わ
ざ
わ
ざ
土
地
勘
の
な
い

と
思
わ
れ
る
六
〜
七
キ
ロ
も
離
れ
た
と
こ
ろ
を
選
ん
だ
の
か
。

こ
の
あ
た
り
の
経
緯
に
つ
い
て
は
、
松
下
は
特
に
語
っ
て
い
な
い
。

「
今
少
し
適
当
な
家
を
求
め
た
い
と
考
え
て
い
た
お
り
か
ら
、
大
開
町

の
一
丁
目
に
家
賃
十
六
円
五
十
銭
の
借
家
が
あ
る
こ
と
を
聞
い
た
の

で
」（『
私
の
行
き
方　
考
え
方
』）
と
あ
る
だ
け
で
あ
る
（
地
番
に
つ
い

て
は
後
述
す
る
が
、
引
っ
越
し
た
当
時
は
ま
だ
、「
一
丁
目
」
で
は
な

く
、
単
に
「
大
開
町
八
四
四
番
地
」
で
あ
っ
た
。「
一
丁
目
」
と
あ
る
の

は
、『
私
の
行
き
方　
考
え
方
』
の
原
文
が
書
か
れ
た
昭
和
十
一
年
当
時

の
地
番
に
よ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
）。

こ
の
大
開
町
の
借
家
の
こ
と
は
誰
か
ら
聞
い
た
の
か
。
周
旋
屋
に
頼

ん
で
い
た
の
か
、
知
り
合
い
に
頼
ん
で
い
た
の
か
。
そ
の
へ
ん
に
つ
い

て
は�
詳�
ら
か
で
な
い
が
、
当
時
は
質
屋
が
不
動
産
金
融
も
や
っ
て
い
た

つ
ま
び

例
が
多
か
っ
た
と
い
う
こ
と
な
の
で
、
ソ
ケ
ッ
ト
が
売
れ
ず
に
お
金
が

底
を
つ
い
た
と
き
に
松
下
が
よ
く
通
っ
て
い
た
質
屋
か
ら
、
そ
の
話
を

聞
い
た
可
能
性
も
あ
る
。

そ
の
質
店
は
田
中
喜
兵
衛
と
い
う
人
が
営
ん
で
お
り
、
松
下
が
勤
め

て
い
た
大
阪
電
燈
の
高
津
営
業
所
の
近
く
、
南
区
高
津
町
一
番
丁
一
二

に
あ
っ
た
。
残
さ
れ
た
松
下
の
質
屋
の
通
い
帳
を
み
る
と
、
西
野
田
大

開
町
に
転
居
後
も
、
そ
の
質
屋
に
し
ば
ら
く
通
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か

る
。
し
か
も
同
じ
西
野
田
に
は
、
同
姓
の
田
中
喜
三
郎
と
い
う
人
が
い

て
、
や
は
り
質
屋
を
営
ん
で
い
た
記
録
が
あ
る
（
大
野
町
一
丁
目
）。

同
姓
で
同
業
、
こ
の
両
氏
は�
親��
戚�
か
な
に
か
の
関
係
に
あ
っ
た
の
で
は

し
ん 
せ
き

な
い
か
。
そ
し
て
両
氏
は
手
広
く
商
売
を
し
て
い
た
よ
う
で
、
大
阪
市

内
の
さ
ま
ざ
ま
な
不
動
産
に
つ
い
て
の
情
報
を
も
っ
て
い
た
と
思
わ
れ

る
。
こ
の
両
田
中
質
店
の
ル
ー
ト
を
通
じ
て
、
松
下
は
大
開
町
の
借
家

の
話
を
聞
い
た
の
で
は
な
い
か
。
こ
れ
は
あ
く
ま
で
も
推
測
だ
が
、
一

つ
の
可
能
性
と
し
て
は
考
え
ら
れ
よ
う
。
今
後
は
こ
の
田
中
喜
兵
衛
と

田
中
喜
三
郎
、
お
よ
び
後
述
す
る
田
中
力
松
と
の
関
係
に
つ
い
て
解
明

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

と
も
あ
れ
、
松
下
は
こ
の
大
開
町
で
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
切
り
、
大

阪
府
北
河
内
郡
門
真
村
（
現
・
門
真
市
）
に
本
拠
を
移
す
昭
和
八
年

（
一
九
三
三
）
ま
で
の
お
よ
そ
十
五
年
間
、
こ
こ
を
拠
点
に
電
気
器
具

の
製
造
・
販
売
に�
邁��
進�
し
、
業
界
に
お
い
て
確
固
た
る
地
盤
を
築
い
て

ま
い 
し
ん

い
っ
た
の
で
あ
る
。

も
っ
と
も
そ
の
間
、
同
じ
大
開
町
で
も
、
業
容
の
拡
大
に
伴
っ
て
、

本
店
・
工
場
を
つ
ぎ
の
よ
う
に
移
転
さ
せ
て
い
る
。

①
創
業
の
家
﹇
大
正
七
年
三
月
〜
大
正
十
一
年
七
月
﹈

・
移
転
当
時
の
地
番
―
大
阪
市
北
区
西
野
田
大
開
町
八
四
四
番
地

　
（
現
在
の
住
居
表
示
で
い
う
と
大
阪
市
福
島
区
大
開
二
丁
目　

番�
１２

��������������������������������������������������������������������������������
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地
番
の
変
遷
は
、
足
代
健
二
郎
氏
の
調
べ
に
よ
れ
ば
、
つ
ぎ
の
よ
う
に

な
る
と
考
え
ら
れ
る
。

明
治
三
十
三
年
四
月
一
日　

北
区
西
野
田
大
開
町
八
四
四
番
地

大
正　

十
一
年
十
月
一
日　

北
区
大
開
町
八
四
四
番
地

　
　
　

十
二
年
七
月
一
日　

北
区
大
開
町
一
丁
目
五
八
番
地

　
　
　

十
四
年
四
月
一
日　

此
花
区
大
開
町
一
丁
目
五
八
番
地

昭
和　
　

二
年
六
月
十
日　

此
花
区
大
開
町
一
丁
目
三
一
番
地
へ
合
併

　
　
　

十
八
年
四
月
一
日　

福
島
区
大
開
町
一
丁
目
三
一
番
地

　
　
　

五
十
年
九
月
一
日　

福
島
区
大
開
二
丁
目
三
一
番
地

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
住
居
表
示
）　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

福
島
区
大
開
二
丁
目　

番　

号
付
近

１２

１４

こ
の
西
野
田
大
開
町
八
四
四
番
地
は
、
明
治
末
期
の
地
図
﹇
地
図

②
﹈
を
み
る
と
池
沼
で
あ
り
、
当
時
の
所
有
者
は
、
山
口
某
と
い
う
東

京
府
南
�
飾
郡
大
島
町
の
人
で
あ
っ
た
（
土
地
台
帳
、『
大
阪
地
籍
地

図
』
明
治
四
十
四
年
）。

そ
の
後
、
こ
の
土
地
は
幾
度
か
所
有
権
が
移
転
し
、
松
下
が
借
り
た

大
正
七
年
当
時
は
、
福
五
合
資
会
社
と
い
う
と
こ
ろ
の
所
有
と
な
っ
て

い
る
。
そ
の
頃
に
な
る
と
、
池
沼
は
埋
め
立
て
ら
れ
て
宅
地
化
さ
れ
、

松
下
が
借
り
た
家
も
す
で
に
建
っ
て
い
た
。
こ
の
福
五
合
資
会
社
は
お

そ
ら
く
福
島
区
の
有
力
者
（
五
人
か
？
）
が
集
ま
っ
て
つ
く
っ
た
会
社

で
、
貸
家
経
営
な
ど
を
行
な
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

松
下
が
借
り
た
家
は
二
階
二
間
、
下
三
間
、
前
栽
が
六
坪
ほ
ど
あ
っ

た
。
松
下
は
、
さ
っ
そ
く
一
階
の
床
を
落
と
し
て
工
場
と
し
、
二
階
を

��������������������������������������������������������������������������������������������������������������

　
　
　

号
付
近
）

１４
②
第
一
次
本
店
・
工
場
﹇
大
正
十
一
年
七
月
〜
昭
和
四
年
五
月
﹈

・
移
転
当
時
の
地
番
―
大
阪
市
北
区
西
野
田
大
開
町
八
九
六
番
地

　
（
現
在
の
住
居
表
示
で
い
う
と
大
阪
市
福
島
区
大
開
二
丁
目
９
番�

　
　

付
近
）

③
第
二
次
本
店
・
工
場
﹇
昭
和
四
年
五
月
〜
昭
和
八
年
七
月
﹈

・
移
転
当
時
の
地
番
―
大
阪
市
此
花
区
大
開
町
二
丁
目
二
五
番
地

　
（
現
在
の
住
居
表
示
で
い
う
と
大
阪
市
福
島
区
大
開
一
丁
目　

番�
１８

　
　

の
大
開
公
園
お
よ
び
大
開
幼
稚
園
付
近
）

地
図
①
に
あ
る
よ
う
に
、
同
じ
町
内
、
し
か
も
数
十
メ
ー
ト
ル
し
か

離
れ
て
い
な
い
と
こ
ろ
に
、
本
店
・
工
場
及
び
住
居
を
二
度
移
し
て
い

る
の
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
、
大
開
町
の
本
店
・
工
場
な
り
住
居
に
つ
い
て
は
そ
れ
ほ

ど
注
目
さ
れ
な
い
で
き
た
。
そ
こ
で
今
回
は
、
こ
の
大
開
町
に
お
け
る

そ
れ
ぞ
れ
の
工
場
な
り
住
居
移
転
に
焦
点
を
あ
て
、
改
め
て
松
下
の
足

跡
を
�
���

る
と
と
も
に
、
そ
こ
に
表
れ
た
松
下
の
も
の
の
見
方
・
考
え
方

た
ど

を
み
て
み
た
い
と
思
う
。

一
、
創
業
の
家

大
正
七
年
三
月
七
日
に
松
下
電
気
器
具
製
作
所
の
看
板
を
掲
げ
て
創

業
し
た
家
は
、
大
阪
市
北
区
西
野
田
大
開
町
八
四
四
番
地
に
あ
っ
た
。

現
在
の
住
居
表
示
（
昭
和
五
十
年
九
月
一
日
施
行
）
で
い
う
と
、
福
島

区
大
開
二
丁
目　

番　

号
付
近
に
な
る
。

１２

１４

ち
な
み
に
、
こ
の
「
創
業
の
家
」
の
あ
っ
た
場
所
の
区
名
、
町
名
、

��　���������	
������
�������������������

��������������������������������������������������������������������������������������������������������������

住
居
と
し
て
使
う
こ
と
に
し
た
。
広
さ
が
前
の
家
の
約
三
倍
に
な
り
、

町
工
場
な
が
ら
も
、
工
場
と
し
て
の
体
裁
が
整
っ
た
わ
け
で
あ
る
﹇
写

真
①
﹈。
な
お
、
こ
の
場
所
は
現
在
、
民
家
と
な
っ
て
い
る
﹇
写
真

②
﹈。

二
、
第
一
次
本
店
・
工
場

大
正
十
一
年
（
一
九
二
二
）
七
月
、
松
下
は
同
じ
大
開
町
の
、「
創
業

の
家
」
か
ら
数
十
メ
ー
ト
ル
の
と
こ
ろ
に
「
第
一
次
本
店
・
工
場
」
を

竣
工
し
、
そ
こ
に
移
っ
た
。
当
時
の
地
番
で
い
え
ば
、
北
区
西
野
田
大

開
町
八
九
六
番
地
、
現
在
の
住
居
表
示
で
い
う
と
福
島
区
大
開
二
丁
目

大開一丁目 

大開二丁目 

大
開
三
丁
目 

西野田工高 

住友 

阪神電鉄本線  

阪神高速道路 
３号神戸線 

海老江公園

国
道
２
号 

北
港
通
 

大阪 
大和 

本通
商店
街 

大開小 

① 

② 

地
下
鉄
千
日
前
線 

③ 

吉野 
二丁目 

吉野三丁目 

野田 

地図①：現在の創業の地周辺

地図②：明治４５年頃の大開町周辺
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業
者
に
建
築
費
を
見
積
ら
せ
た
と
こ
ろ
、
七
千
円
ほ
ど
か
か
る
と
い

う
。
と
こ
ろ
が
手
元
に
は
四
千
五
百
円
し
か
な
い
。
そ
こ
で
松
下
は
、

と
り
あ
え
ず
工
場
の
み
を
建
て
る
こ
と
に
し
た
が
、
建
築
業
者
か
ら
、

そ
れ
で
は
効
率
が
悪
い
か
ら
一
気
に
建
て
る
べ
き
だ
と
反
対
さ
れ
た
た

め
、
不
足
分
を
月
賦
で
払
う
こ
と
、
し
か
も
建
物
を
抵
当
に
入
れ
な
い

と
い
う
条
件
で
話
を
ま
と
め
、
本
店
・
工
場
を
建
て
る
こ
と
に
し
た
の

だ
っ
た
。

こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
、
建
物
を
抵
当
に
入
れ
な
か
っ
た
と
い
う
と

こ
ろ
で
あ
る
。
当
時
、
世
間
一
般
で
は
、
お
金
の
足
り
な
い
と
き
は
家

屋
の
所
有
権
を
建
築
屋
が
も
ち
、
建
築
費
が
完
済
さ
れ
た
と
き
に
施
工

主
に
引
き
渡
す
と
い
っ
た
方
法
が
と
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
松
下
は

そ
う
し
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
自
分
自
身
に
対
す
る
信
用
を

何
よ
り
も
大
切
に
す
る
松
下
の
姿
勢
が
よ
く
表
れ
て
い
る
と
い
え
よ

う
。「

第
一
次
本
店
・
工
場
」
と
呼
ば
れ
る
工
場
約
四
十
五
坪
、
事
務

所
・
住
居
約
二
十
五
坪
、
計
七
十
坪
の
建
物
は
大
正
十
一
年
七
月
に
完

成
し
た
。
前
の
工
場
に
比
べ
約
四
倍
の
大
き
さ
が
あ
り
、
し
か
も
純
工

場
と
し
て
建
て
た
の
で
、
そ
の
使
用
能
率
か
ら
い
く
と
五
倍
に
も
六
倍

に
も
使
い
得
ら
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
﹇
写
真
③
﹈。「
創
業
の

家
」
と
同
様
、
こ
こ
も
ま
た
借
地
で
は
あ
っ
た
が
、
は
じ
め
て
自
分
で

工
場
を
新
築
し
た
松
下
の
喜
び
は
、
た
と
え
よ
う
も
な
く
大
き
な
も
の

で
あ
っ
た
。

な
お
、
こ
の
松
下
が
借
り
受
け
た
西
野
田
大
開
町
八
九
六
番
地
（
短

時
日
の
う
ち
に
大
開
町
一
丁
目
七
三
番
地
に
な
っ
た
）
は
土
地
台
帳
で

み
る
と
、
当
時
、
日
下
某
と
い
う
人
が
所
有
し
て
お
り
、
そ
の
人
か
ら

９
番
付
近
に
な
る
。

「
第
一
次
本
店
・
工
場
」
を
建
て
た
と
き
の
経
緯
に
つ
い
て
は
、『
私

の
行
き
方　
考
え
方
』
に
詳
し
い
が
、
簡
単
に
�
る
と
、
当
時
、
世
間

で
は
第
一
次
大
戦
後
の
恐
慌
で
株
式
、
物
価
が
大
暴
落
し
、
不
況
が
深

刻
の
度
を
増
し
て
い
た
。
だ
が
、
松
下
電
気
器
具
製
作
所
は
配
線
器
具

が
順
調
な
伸
び
を
続
け
、
販
売
量
が
著
し
く
増
加
し
て
い
た
。
そ
れ
に

伴
っ
て
作
業
場
も
隣
家
を
借
り
受
け
て
拡
張
、
機
械
・
設
備
も
次
々
と

増
設
し
た
が
、
そ
れ
で
も
間
に
合
わ
な
く
な
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
大
正
十
年
（
一
九
二
一
）
秋
に
、
松
下
は
百
坪
あ
ま
り
の

土
地
を
借
り
受
け
て
、
工
場
を
新
た
に
建
設
す
る
こ
と
を
決
意
し
、
工

場
・
事
務
所
・
住
居
計
七
十
坪
ほ
ど
の
建
物
を
み
ず
か
ら
設
計
し
た
。

��������������������������������������������������������������������������������������������������������������

写真①：創業の家

写真②：現在の創業の地付近
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な
く
、
土
地
を
購
入
し
て
建
て
た
。
こ
の
と
き
の
土
地
売
買
契
約
書
が

残
っ
て
い
る
﹇
写
真
④
﹈。
こ
れ
は
、
福
島
区
在
住
の
郷
土
史
家
で
大

塩
平
八
郎
の
研
究
家
、
井
形
正
寿
氏
か
ら
ご
提
供
い
た
だ
い
た
も
の
だ

が
、
こ
れ
を
み
る
と
、
田
中
力
松
と
い
う
人
が
こ
の
土
地
の
売
主
で
、

契
約
日
が
昭
和
三
年
（
一
九
二
八
）
七
月
三
十
日
と
な
っ
て
い
る
。

写
真
に
あ
る
よ
う
に
、
契
約
書
の
一
部
が
破
っ
て
あ
る
が
、
実
は
こ

れ
こ
そ
が
契
約
書
が
本
物
で
あ
る
こ
と
の
証
拠
だ
と
い
う
。
つ
ま
り
、
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写真④：土地売買契約書

借
り
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
松
下
が
亡
く
な
っ
た
と
き
の
本
籍

地
は
、
こ
の
「
第
一
次
本
店
・
工
場
」
兼
住
居
の
あ
っ
た
場
所
で
あ
っ

た
。「
第
一
次
本
店
・
工
場
」
は
そ
の
後
、
昭
和
十
一
年
（
一
九
三
六
）

に
閉
鎖
さ
れ
、
松
下
は
住
居
を
幾
度
も
移
し
た
が
、
本
籍
地
は
、
生
ま

れ
た
和
歌
山
で
も
、
の
ち
に
移
り
住
ん
だ
門
真
で
も
西
宮
で
も
な
く
、

亡
く
な
る
ま
で
こ
の
場
所
か
ら
動
か
さ
な
か
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
そ
こ

に
は
、
松
下
に
な
ん
ら
か
の
思
い
な
り
意
図
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

三
、
第
二
次
本
店
・
工
場

松
下
は
昭
和
四
年
（
一
九
二
九
）
五
月
に
、
此
花
区
（
大
正
十
四
年

に
北
区
か
ら
変
更
）
大
開
町
の
二
丁
目
二
五
番
地
に
「
第
二
次
本
店
・

工
場
」
を
竣
工
し
た
。
そ
こ
は
現
在
の
住
居
表
示
で
い
う
と
、
福
島
区

大
開
一
丁
目　

番
の
大
開
公
園
お
よ
び
大
開
幼
稚
園
付
近
に
な
る
。

１８

こ
の
「
第
二
次
本
店
・
工
場
」
は
、
こ
れ
ま
で
と
違
っ
て
借
地
で
は写真③：第一次本店・工場

Title:特別寄稿・政治・足跡レイ….ec3 Page:20 
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け
い
た
し
ま
し
ょ
う
」
と
訴
え
、
特
に
無
担
保
で
融
資
を
受
け
た
の
だ

っ
た
。「
第
一
次
本
店
・
工
場
」
を
建
て
た
と
き
と
同
じ
考
え
を
、
こ
の

と
き
も
貫
い
た
の
で
あ
る
。

井
形
氏
は
、「
松
下
さ
ん
は
、
不
動
産
取
得
の
資
金
借
入
に
、�
信
用

が
担
保
�
の
松
下
哲
学
を
具
現
す
る
た
め
、
抵
当
権
設
定
の
登
記
は
、

こ
の
と
き
も
、
こ
れ
以
後
も
応
じ
な
か
っ
た
」
と
感
心
さ
れ
て
い
る
。

こ
う
し
て
松
下
は
、
十
五
万
円
の
新
資
金
を
得
て
、
昭
和
三
年
十
一

月
に
本
店
・
工
場
の
建
設
に
と
り
か
か
っ
た
。
翌
年
五
月
に
完
成
し
た

「
第
二
次
本
店
・
工
場
」
と
呼
ば
れ
る
こ
の
建
物
は
、
建
坪
三
百
五
十

坪
の
、
町
工
場
な
が
ら
も
本
格
的
な
構
え
の
堂
々
た
る
も
の
で
あ
っ
た

﹇
写
真
⑤
﹈。

こ
の
「
第
二
次
本
店
・
工
場
」
は
、
昭
和
八
年
（
一
九
三
三
）
七
月

の
門
真
へ
の
本
店
等
の
移
転
（
第
三
次
本
店
・
工
場
、
昭
和
八
年
六
月

二
十
日
竣
工
、
七
月
五
日
本
店
等
移
転
）
に
伴
っ
て
大
阪
支
店
並
び
に

貿
易
部
の
事
務
所
と
な
り
、
昭
和
二
十
八
年
（
一
九
五
三
）
に
閉
鎖
さ

れ
た
。
現
在
こ
こ
は
大
開
公
園
と
大
開
幼
稚
園
に
な
っ
て
い
る
。

町
の
有
力
者
と
共
同
で
貸
家
経
営

以
上
、
大
開
町
に
お
け
る
三
カ
所
の
本
店
・
工
場
及
び
住
居
の
土
地

や
建
物
の
賃
借
、
購
入
、
建
設
等
に
関
す
る
事
蹟
を
概
観
し
て
き
た

が
、
こ
こ
に
は
松
下
の
土
地
の
購
入
や
工
場
取
得
、
建
設
費
用
の
借
り

入
れ
等
に
対
す
る
考
え
が
よ
く
出
て
い
る
よ
う
に
思
う
。
井
形
氏
も
い

う
よ
う
に
、�
信
用
が
担
保
�
の
哲
学
は
、
そ
の
後
も
一
貫
し
た
も
の
で

あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

江
戸
時
代
の
町
人
や
農
民
の
借
用
証
文
、
質
物
証
文
な
ど
は
、
返
済
が

済
ん
だ
ら
必
ず
と
い
っ
て
よ
い
ほ
ど
、
債
務
者
は
そ
の
押
し
た
ハ
ン
コ

の
部
分
を
切
り
取
る
か
、
証
文
を
回
収
し
て
い
た
と
い
う
の
で
あ
る
。

井
形
氏
は
「
恐
ら
く
松
下
幸
之
助
さ
ん
も
契
約
が
履
行
さ
れ
、
権
利
書

を
手
に
さ
れ
た
と
き
、
は
じ
め
て
昔
の
教
訓
を
守
り
、
署
名
捺
印
の
部

分
を
回
収
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
」
と
い
わ
れ
て
い
る
。

こ
の
土
地
は
「
第
一
次
本
店
・
工
場
」
の
敷
地
の
約
五
倍
、
五
百
坪

あ
り
、
代
金
は
一
坪
百
十
円
で
五
万
五
千
円
で
あ
っ
た
。
手
付
金
五
千

円
を
支
払
い
、
所
有
権
移
転
登
記
の
期
日
は
一
カ
月
後
の
八
月
三
十
一

日
ま
で
に
な
っ
て
い
た
。
土
地
台
帳
を
み
る
と
、
昭
和
三
年
八
月
二
十

七
日
に
、
所
有
権
移
転
が
な
さ
れ
て
い
る
の
で
、
期
日
の
四
日
前
に
松

下
は
契
約
を
完
全
に
履
行
し
た
こ
と
に
な
る
。

し
か
し
、
新
し
い
本
店
・
工
場
の
建
設
費
用
は
、
土
地
代
だ
け
で
は

な
い
。
土
地
代
金
五
万
五
千
円
の
ほ
か
に
、
設
計
見
積
り
を
と
っ
て
み

る
と
、
建
築
費
・
内
部
設
備
費
が
十
四
万
円
ほ
ど
必
要
で
、
総
額
二
十

万
円
ほ
ど
か
か
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
手
持
ち
が
五
万
円
ほ
ど
あ
っ
た

が
、
そ
れ
だ
け
で
と
て
も
ま
か
な
え
る
額
で
は
な
い
。
そ
こ
で
松
下

は
、
同
年
十
月
、
住
友
銀
行
西
野
田
支
店
に
十
五
万
円
の
借
り
入
れ
を

申
し
入
れ
た
。

そ
の
と
き
、
こ
の
借
入
金
に
対
す
る
め
ぼ
し
い
担
保
物
件
と
し
て
は

建
設
予
定
の
工
場
と
土
地
し
か
な
か
っ
た
が
、
こ
れ
を
担
保
に
す
る
こ

と
は
、
こ
れ
か
ら
発
展
し
よ
う
と
し
て
い
る
松
下
電
器
と
し
て
、
信
用

の
上
か
ら
も
好
ま
し
く
な
い
と
考
え
た
松
下
は
、「
返
済
は
二
カ
年
で

完
済
す
る
か
ら
、
無
担
保
で
貸
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
た
だ
し
土
地
の

権
利
書
及
び
や
が
て
で
き
る
家
屋
の
保
存
登
記
権
利
書
は
銀
行
に
お
預
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な
お
、
こ
の
大
開
町
時
代
の
土
地
や
家
に
関
わ
る
こ
と
で
一
つ
付
け

加
え
る
べ
き
こ
と
が
あ
る
。「�
十��
一�
会
」
と
い
う
も
の
の
存
在
で
あ
る
。

と 
い
ち

こ
れ
は
、
昭
和
の
初
め
頃
に
、
松
下
を
含
め
た
町
内
の
有
力
者
十
一
人

が
、
お
互
い
の
親
睦
と
友
好
を
図
る
た
め
に
集
ま
っ
て
つ
く
っ
た
も
の

で
、
合
同
で
貸
家
経
営
を
し
た
り
、
会
員
そ
れ
ぞ
れ
が
お
金
を
出
し
あ

っ
て
、
ひ
と
月
な
い
し
ふ
た
月
に
一
回
の
割
合
で
懇
親
会
を
行
な
っ
た

り
し
て
い
た
。

そ
の
後
、
松
下
は
、
大
開
町
を
去
っ
て
門
真
へ
本
拠
を
移
し
た
り
、

忙
し
さ
の
た
め
に
、
会
員
と
し
て
は
残
っ
た
も
の
の
、
皆
と
一
緒
に
会

合
を
も
つ
こ
と
は
め
っ
た
に
な
か
っ
た
が
、
こ
の
会
は
の
ち
に
「�
又�また

�
行�
会
」
に
名
称
を
変
更
し
た
も
の

い
こ
う

の
、
そ
の
後
も
存
続
し
、
年
に
二
、

三
回
の
会
合
を
続
け
た
と
い
う
。

Ｐ
Ｈ
Ｐ
総
合
研
究
所
に
残
さ
れ
た

松
下
の
Ｐ
Ｈ
Ｐ
活
動
に
関
す
る
日
誌

を
み
る
と
、
昭
和
三
十
七
年
（
一
九

六
二
）
五
月
十
一
日
（
金
）
の
項
に
、

又
行
会
の
人
た
ち
が
当
時
Ｐ
Ｈ
Ｐ
研

究
所
の
本
拠
が
あ
っ
た
京
都
東
山�
山�さん

�
麓�
の
「
真
々
庵
」
を
訪
れ
た
と
い
う

ろ
く記

録
が
残
っ
て
い
る
。
そ
こ
に
は
、

当
時
な
お
又
行
会
が
存
続
し
、
貸
家

経
営
を
続
け
て
い
る
こ
と
、
四
十
年

近
い
間
に
、
会
員
の
う
ち
約
半
数
が

亡
く
な
り
、
二
世
が
親
の
志
を
継
い

で
会
に
入
会
し
て
い
る
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
又
行
会
の

面
々
に
会
っ
て
話
す
と
、
同
郷
の
よ
し
み
と
い
う
感
じ
が
漂
っ
て
懐
か

し
い
思
い
が
し
、
久
し
ぶ
り
に
町
内
会
の
気
分
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き

た
、
と
い
う
松
下
の
喜
び
が
記
さ
れ
て
い
る
。

本
拠
地
を
移
し
た
の
ち
何
十
年
た
っ
て
も
、
当
時
の
大
開
町
の
人
た

ち
と
往
き
来
が
あ
っ
た
こ
と
は
、
さ
き
に
記
し
た
本
籍
地
を
亡
く
な
る

ま
で
大
開
町
か
ら
動
か
さ
な
か
っ
た
こ
と
と
併
せ
て
、
こ
の
大
開
町
が

松
下
に
と
っ
て
特
別
の
思
い
入
れ
の
あ
る
町
で
あ
っ
た
こ
と
を
想
像
さ

せ
る
。

そ
の
「
創
業
の
地
・
大
開
町
」
も
、
か
つ
て
松
下
の
本
店
・
工
場
、

住
居
が
あ
っ
た
場
所
は
、
現
在
、
民
家
や
会
社
の
ビ
ル
が
建
ち
、
あ
る

い
は
公
園
、
幼
稚
園
と
な
っ
て
、
当
時
を�
偲�
ぶ
よ
す
が
と
な
る
も
の
は

し
の

ま
っ
た
く
認
め
ら
れ
な
い
。
こ
の
ま
ま
で
は
、
松
下
電
器
発
祥
の
地
で

あ
る
こ
と
は
い
ず
れ
忘
れ
去
ら
れ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
。
で
き
れ

ば
、
こ
の
地
が
幸
之
助
・
む
め
の
夫
婦
の
夢
を
育
み
、
世
界
へ
雄
飛
す

る
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
タ
ー
と
な
っ
た
こ
と
を
な
ん
ら
か
の
形
で
伝
え
残
し

た
い
。
創
業
の
地
に
立
っ
て
、
そ
ん
な
思
い
の
し
き
り
と
す
る
初
夏
の

午
後
で
あ
っ
た
。
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さ
と
う
・
て
い
じ
ろ
う

昭
和
三
十
一
年
新
潟
県
生
ま
れ
。
五
十
五
年
、
慶
應
義
塾

大
学
文
学
部
卒
業
後
、
Ｐ
Ｈ
Ｐ
総
合
研
究
所
入
所
。
研
究

員
と
し
て
Ｐ
Ｈ
Ｐ
理
念
お
よ
び
創
設
者
松
下
幸
之
助
の
経

営
観
の
研
究
に
従
事
。『
松
下
幸
之
助
発
言
集
』
全
四
五
巻

を
は
じ
め
松
下
幸
之
助
に
関
す
る
多
数
の
書
籍
・
テ
ー
プ

集
等
の
原
稿
執
筆
、
編
纂
、
制
作
に
あ
た
る
。
平
成
九
年

よ
り
松
下
理
念
研
究
部
長
。
松
下
社
会
科
学
振
興
財
団
主
任
研
究
員
を
兼
務
。
著
書
に
『
松

下
幸
之
助　
成
功
へ
の
軌
跡
』『
経
営
の
知
恵
・
ト
ッ
プ
の
戦
略
』『
名
経
営
者
に
学
ぶ
「
商

道
」
実
践
コ
ー
ス
』（
い
ず
れ
も
Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所
）
な
ど
が
あ
る
。

写真⑤：第二次本店・工場
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